
 
 

令和７年度学校通信 

令和７年 7 月８日 

第１２号 

 

学校教育目標：変化していく社会に対応できる、心豊かな主体性のある生徒の育成を図る 

令和７年度重点目標：主体的な学習「わかった」「できた」「やってみよう！」＜授業改善＞ 

          自己肯定感の向上 「船穂大好き・人大好き」＜探究学習＞ 

 

  

７月２日（水）人権集会がありました。酷暑のため体育館には集まらず、各学級と会

場をつないだオンラインで開催しました。６月は、人権朝読書をしたり、標語を作っ

たりと、人権について考えることの多い１か月でした。その総まとめとして、３０日（月）に、

クラスごとに人権目標を考えました。人権集会では、それぞれのクラスの人権目標を発表し

ました。オンラインでしたが、発表の後は、発表者に対して自然に拍手が沸き上がるという温

かい雰囲気の中で、今年度初のオンライン集会が行われました。各クラスの人権目標は以下

の通りです。この目標を見て、日々、心新たに「人権」について考えてほしいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

７月５日（金）アスリート派遣事業で、陸上競技の相山慶太郎選手が来校されました。３年生の

男子が、体育館で陸上の授業を受けました。 

小学校で野球をしていた 相山選手でしたが、足が速かったので、野球部の監督の「陸上をして

みたら？」の一言で、中学校から陸上の道に進んだそうです。学生の時、様々な大会で結果を残さ

れています。相山さんは、現在３０歳ですが、昨年８年ぶりに自己ベストを更新されたそうです。２１

歳の時の記録を、２９歳になって更新するには、地道な努力があったに違いありません。相山さんか

らは、「好きなことを続けていれば必ず結果がでる」ということを教えていただきました。相山さんの

目標は、「自己ベストの更新」と「全日本陸上選手権への出場」とのこと。、相山さんのご活躍をお

祈りし、記録更新を楽しみにしたいと思っています。 

 

 

   

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


